
 

 

SusHi Tech Tokyo 2025 知事オープニングスピーチ【英語】 

令和 7 年５月 8 日（木）＠東京ビッグサイト 
 

（Welcome to Tokyo） 

アジア最大級のスタートアップカンファレンス、

SusHi Tech Tokyo2025へようこそ。 

またここで皆さんと会えたことを、ホントに嬉しく

思います。 

（SusHi Tech Tokyo） 

あらためて、実行委員会や協賛企業の皆様を

はじめ、運営にご協力いただいているすべての皆

様に、深く感謝申し上げます。 

（Global） 

いま世界の政治経済情勢は、日々激変し、先

の見えない不確実性が高まり、混とんと分断が広

がっています。こうした状況の下で、私たちは何を

なすべきか。分断を受容し、それぞれがばらばら

になっていては、未来を切り拓くことはできません。 

これを乗り越えるには今こそ、志ある人々が集

い、意見を交わし、知恵を出し合う、皆の協力の

下でイノベーションを起こし、新しい価値を作り上
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げることが求められています。 

（Sustainability） 

変化を見極め、よりグローバルな視点で未来を

展望し、行動する。サステナブルな都市をハイテ

クノロジーで実現する SusHi Tech Tokyo2025

を、こんな想いで開催します。サステナブルで、危

機に耐えられるレジリエンスな社会を発展させた

いと思っています。 

（Innovation, Human, Singularity）  

AIは、我々が数年前に予想していたスピードを

はるかに凌駕し、イノベーションの速度が指数関

数的に伸びています。人は未知のものに恐怖を

抱きますが、AIをどう使い未来を切り開いていく

べきなのでしょうか。 

都も今夏に初の AI戦略を策定します。SusHi 

Techの議論をしっかりと反映し、AI行政活用のジ

ャパンモデルを作っていきます。 

（Focus on） 

この AIの更なる進化を支えるのが、量子コン

ピュータ。電力消費増大の問題解決にも期待され

る重要なキーテクノロジーを開発に挑む精鋭達が



議論を交わします。 

そして持続可能な社会の根幹は、「食」です。

地球に優しく、何より美味しく、ヘルシーな食と農

の在り方を考えていきます。 

全世界がともに挑むべき課題にフォーカスオン

したセッション・展示にご参加ください。 

（５→16、29→47） 

世界中から去年の３倍となる１６の国・都市・地

域がパビリオンとして集まっています。 

大企業の強みであるオープンイノベーションの

取組を発信する展示も 29から 47に増え、議論

する土壌はしっかりと育っています。 

（Itamae） 

未来を担う若者たちの活動も大きく広がってき

ました。去年も活躍した ITAMAE。300名を超える

若者が、赤いハッピ、赤いＴシャツを着て、今年も

自ら企画したパビリオン運営や、会場内でのサポ

ートをしています。 

SusHi Techではイノベーションに向けた世界と

のインタラクティブな交流を展開します。 

（G-NETS） 



都市の課題解決に挑む東京発の国際ネットワ

ーク G－NETSの一環として、SusHi Techでのリ

バースピッチと海外での実証プロジェクトがスタ

ートしています。昨年はヘルシンキで CO2排出の

抑制、ナイロビでは洪水の軽減・制御に取り組み、

今後のビジネス展開につながろうとしています。 

今年は、ジャカルタとマルメを舞台にスタートア

ップが社会課題解決に挑みます。 

（University Internship Program） 

海外から出展するスタートアップに学生たちが

インターンシップとして参加すると同時に、東京を

案内するなど、交流を促進します。グローバルマ

インドを醸成し、世界に挑戦する若者を増やして

いきます。 

(DEI) 

そして、イノベーションを創出に欠かせないの

は DEI。かねてより私は、日本の未活用エネルギ

ーは女性の力だと主張し、実践してきました。明

日、エンパワーハー特別ステージで、女性活躍な

ど様々な切り口からダイバーシティセッションを集

中展開します。 



（Tech GALA etc,） 

こうした世界を視野にグローバル市場に挑むに

は東京だけでなくオールジャパンでのエコシステ

ムの発展が不可欠です。 

２月に愛知で開催された「Tech Gala」に都も出

展し、また日本最大級の支援拠点ＳｔａｔｉｏｎＡｉと

の連携を深めています。このライブ配信も、

Station AIに繋がっています。 

(All Japan Ecosystem) 

オールジャパンエコシステムエリアでは、各地

の自治体に参加いただいています。 

(Public Day)  

さらに、３日目にはパブリックデイを初めて開催

します。小さな子どもから学生、大人までが楽しく

集い、未来の都市を「みんなでつくる」ことを体験

する一日です。 

(Edo) 

さて、昨年のオープニングで、私は江戸の時代

から続く、サーキュラーエコノミーの話をしました。

未来を創る上で、サステナブルな江戸の DNAを

受け継いでいることは、世界に類を見ない大きな



東京の強みです。 

この強みを生かし、都がどのようにイノベーショ

ンの取組を進めてきたかお伝えします。 

(10×10×10) 

東京のスタートアップ戦略で掲げた、５年でユ

ニコーン数、起業数、行政とスタートアップの協働

実践数を 10倍にする 10×10×10のイノベーシ

ョンビジョン。協働実践数は、1年目で達成し、更

に高い目標を設定しました。 

(Budget) 

そして１０億ドルを支援すると私は宣言しまし

た。この３年間での予算総額は９億ドルを超え、目

標は射程圏内です。 

(TIB) 

世界中のイノベーションの結節点を目指す

TIB、Tokyo Innovation Base。起業のすそ野を広

げ、スタートアップを成長させるために、日々、多

彩なプログラムを展開しています。 

「みんなで創る」をコンセプトに２０２３年１１月か

ら今日まで、世界中から様々なスタートアップ、エ

コシステムプレイヤーが 18万人以上来訪しまし



た。この交流を更に大きなものにするために、TIB

はパワーアップします。 

(TIB, 1st Floor!) 

これまで２階３階の２フロアだったものを１階に

拡張し、建物全体が TIB となり、面積も倍増し、本

日オープンしました。 

(Abu Dhabi, Paris) 

私もこの１年世界を飛びまわりました。昨年 11

月にスタートアップとともにＵＡＥでのプロモーショ

ンを行い、先月にはパリの StationFで、現地で活

躍する日本のスタートアップと交流を持ちました。 

世界の関係者と直接対話し、グローバルな成

長に向け、次のステージへ上がる必要性を強く感

じました。 

都は「SusHi Tech Global」を開始します。サステ

ナブルテックを持つスタートアップのトップ集団を

作り、人材、資金面など、徹底的に支援します。 

(Nest Stage, SusHi Tech Tokyo) 

年に１度のアジア最大級のスタートアップカン

ファレンス SusHi Tech、エコシステムプレイヤー

の結節点であるＴＩＢ、大企業とのオープンイノベ



ーション、オールジャパンでの連携、そして世界と

の交流。 

これらを土台に、成長の角度を一気に上向きに

して、世界で活躍する大きなユニコーンを育てて

いきます。 

(Taste!)  

今日からの３日間、大いに交流し、楽しみましょ

う。スシテック東京 2025、スタートです！ 


